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地域防災研究センター長
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正木和明

地震防災コンソシアム「地震情報の活用と防災拠点形成による地域防災向上技術

開発」プロジェクトが平成 16年度文部科学省私立大学学術研究高度化推進事業

(産学連携研究推進事業)に採択されました。

三河地域は製造業を中心とする日本の産業の中心であり、中小企業が数多く存在

する地域です。しかし、その一方で東海@東南海地震や直下型地震による被害が危

倶されている地域でもあります。したがって、この地域に展開する企業の地震防災

力の向上を図る事は急務であり、そのための技術を開発することが本プロジェクト

のゴールで、すO

企業防災は単に構造物・施設の安全を図るのみならず、企業の継続的経営戦略を

確立することも必要です。また、企業防災力を向上させることは単に企業のみなら

ず企業で働く従業員とその家族、ひいてはその地域の防災力向上を図ることにもな

ります。このようなコンセプトの元にプロジェクトを推進していきます。

本センターはブp口、ジェクト推進の中核となる施設です。総長、学長のご理解をい

ただ、き本学キャンパス内に開所することが出来ました。プロジェクトは 5年間の期

限付きですが、終了後も本センターを中心として地域防災力技術開発の研究は継続

し、地域の防災のために貢献していく覚悟です。そして防災研究の愛工大として高

い評価を受けることを目標として頑張って行きたいと思っておりますので末永い

ご支援をお願し1申し上げます。
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